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日本の国別・地域別国際収支 
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日本の地域別サービス貿易 

 

日本の国際収支統計は、主要国・地

域にかぎり国際収支項目別の金額（受

取額、支払額、収支尻）を明らかにし

ている。このため、商品貿易や直接投

資と同様に相手国・地域別の分析が可

能である。 

統計ページの表は、サービス貿易

の項目を中心に地域別国際収支の一

部を抜粋している（注-1）。ただし、国

際収支ベースの取引額であることに

留意する必要がある。例えば、サー

ビス貿易の場合は①国境を越えるサ

ービスの対価の受取（あるいは支払）

先を示すので、必ずしもサービスの

直接相手先とは限らない、②受取額

（あるいは支払額）のみの情報なの

で、取引件数や取引量等の情報がな

く数量的な把握はできない（注-2）。 

そうした制約があるものの国境を

越えるサービス貿易の実態の一端を

見ることができる。統計ページに掲

載した表の中から、「その他サービ

ス」の項目の対中国取引の 2 項目選

んでみた。 

 

１．特許等使用料の受取額の拡大 

 

特許等使用料には特許権、著作権や

鉱業権の使用料の他にロイヤリティ

まで含まれる。日本の場合、受取額の

多くは直接投資による海外子会社か

らのロイヤリティ収入である（参考-1）。 

対中国の特許等使用料をみると受

取額（および収支尻）が増加してい

る。図-1 は著作権使用料を除いた工

業所有権・鉱業権等使用料の受取額

の推移である。鉱業権使用料の受取

は無視できるので、中国からの受取

額は工業所有権の使用料と考えられ

る。2012 年の受取額は 2,869 億円で

（支払額は 23 億円）、最近 10 年間で

6.14 倍増である。直接投資収益の

2012 年のそれは 6,918 億円。10 年前

と比べ約 6.02 倍増なので、工業所有

権使用料の受取額と直接投資収益は、

増加の割合がほぼ同等である。なお、

日本の工業所有権使用料の受取額

（総額）の約 12.0％は中国からで、

米国の 35.7％に及ばないものの、タ

イ（8.8％）、英国（5.3％）を上回る。 
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２．その他営利業務サービスの支払 

 

この項目には、①仲介貿易・貿易

関連サービス、②オペレーショナ

ル・リース、③その他業務・専門・

技術サービス（法務、会計、経営コ

ンサルティング、広告・市場調査、

研究開発・実験、建築設計、農業・

鉱業指導、翻訳・通訳など）多様な

サービスを含んでいる。日本の受取

額の特徴は①仲介・貿易関連サービ

スの割合が大きい、③その他の業

務・専門・技術サービスの受取額は

米国やドイツ等と比べると少ない。 

図-2 は、対中国の「その他営利業

務サービス」の支払額である。中国

への支払額は受取額を上回る支払超

過の状況が続いている。2012 年は、

受取額が 684 億円であるのに対し、

支払額は 2,522 億円で、収支尻は

1,838 億円の支払い超過であった。 

支払額の内訳を説明する手がかり

はない。「その他営利サービス」の対

中国・支払い額が大きく支払超過で

あるのは、①仲介貿易・貿易関連サ

ービスおよび②オペレーショナル・

リースの支払額よりも、③その他の

業務・専門・技術サービスの支払い

～中国での事業活動を支える法務・

税務・会計・労務等の支払によるの

ではないかと推測している。 

（増田耕太郎） 
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図－１ 工業所有権等使用料の受取額の推移（対中国） 
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【注】 

1. ［地域別国際収支］日本銀行が作成して

いるもので、対「世界」の全体の他に、

米国・中国等の国、EU・ASEAN 等の地

域別の国際収支がわかる。 

2. 【数量データ】サービス貿易の各項目の

取引額に対応し数量ベースで捉えた情報

は乏しい。 

【参考】 

1. 「自動車の海外生産が牽引する特許等

使用料の黒字拡大」（本誌 73 号、2008 年） 

2. 「仲介貿易・その他貿易関連サービス」

の輸出拡大～外国から外国への貿易の時

代に～（本誌 81 号、2010 年）
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図－２ その他営利業務の支払額の推移（対中国） 
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